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主
おも

なワークの種
しゅ

類
るい

  グループワーク

就
しゅう

職
しょく

活
かつ

動
どう

勤
きん

怠
たい

の重
じゅう

要
よう

性
せい

【 目
もく

的
てき

】

　☑ 勤
きん

怠
たい

安
あん

定
てい

とは何
なに

かを知
し

る

　☑ 勤
きん

怠
たい

安
あん

定
てい

のための取
と

り組
く

みを考
かんが

える
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A さんの場
ば

合
あい

事
じ

務
む

職
しょく

の経
けい

験
けん

があり、てきぱき仕
し

事
ごと

ができるが、

数
すう

ヶ
か

月
げつ

間
かん

に何
なん

度
ど

か体
たい

調
ちょう

不
ふ

良
りょう

で休
やす

んでしまい、

一
いち

度
ど

休
やす

むと３日
か

以
い

上
じょう

連
れん

続
ぞく

で欠
けっ

勤
きん

が続
つづ

く

半
はん

年
とし

後
ご

業
ぎょう

務
む

量
りょう

を減
へ

らすことになり、入
にゅう

社
しゃ

当
とう

初
しょ

より簡
かん

単
たん

な業
ぎょう

務
む

が中
ちゅう

心
しん

になった

Ｂさんの場
ば

合
あい

事
じ

務
む

経
けい

験
けん

は浅
あさ

く、 スキル面
めん

で少
すこ

し不
ふ

安
あん

があるが、

依
い

頼
らい

された仕
し

事
ごと

は丁
てい

寧
ねい

に取
と

り組
く

み、

無
む

遅
ち

刻
こく

無
む

欠
けっ

勤
きん

である

半
はん

年
とし

後
ご

できる業
ぎょう

務
む

が増
ふ

え、責
せき

任
にん

ある仕
し

事
ごと

を任
まか

されるようになった

勤
きん

怠
たい

の重
じゅう

要
よう

性
せい

まずは、次
つぎ

の一
いっ

般
ぱん

事
じ

務
む

員
いん

として働
はたら

く二
ふた

人
り

の事
じ

例
れい

を見
み

てみましょう。

  見
み

てみよう

されるようになった

しん

黙
もく

々
もく

えっと……
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  グループワーク

企
き

業
ぎょう

は事
じ

例
れい

の二
ふた

人
り

に対
たい

し、どんな印
いん

象
しょう

をもったのでしょうか。

半
はん

年
とし

後
ご

の状
じょう

態
たい

を参
さん

考
こう

にして、グループで意
い

見
けん

交
こう

換
かん

をしましょう。

企
き

業
ぎょう

（上
じょう

司
し

）から見
み

た A さんの印
いん

象
しょう

企
き

業
ぎょう

（上
じょう

司
し

）から見
み

た B さんの印
いん

象
しょう
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「勤
きん

怠
たい

安
あん

定
てい

」を「週
しゅう

５日
か

フルタイム勤
きん

務
む

ができる状
じょう

態
たい

」と解
かい

釈
しゃく

するのは

少
すこ

し誤
ご

解
かい

があります。勤
きん

怠
たい

安
あん

定
てい

とは、「自
じ

分
ぶん

の体
たい

調
ちょう

に合
あ

った勤
きん

務
む

予
よ

定
てい

に対
たい

して、

予
よ

定
てい

通
どお

りに通
つう

勤
きん

・通
つう

所
しょ

すること」と捉
とら

えましょう。

「自
じ

分
ぶん

の体
たい

調
ちょう

に合
あ

った勤
きん

務
む

」を知
し

るためには、

自
じ

分
ぶん

の今
いま

の体
たい

力
りょく

や体
たい

調
ちょう

の波
なみ

、体
たい

調
ちょう

不
ふ

良
りょう

の傾
けい

向
こう

を把
は

握
あく

することが大
たい

切
せつ

です。

就
しゅうろうしえんじぎょうしょ

労支援事業所にどのくらい通
つう

所
しょ

できているかを改
あらた

めて確
かく

認
にん

したり、不
ふ

調
ちょう

の原
げん

因
いん

を考
かんが

えたり、

体
たい

験
けん

実
じっ

習
しゅう

で実
じっ

際
さい

に働
はたら

いたりすることで、体
たい

調
ちょう

の把
は

握
あく

をすることができます。

  勤
きん

怠
たい

安
あん

定
てい

の誤
ご

解
かい

  自
じ

分
ぶん

の体
たい

調
ちょう

を知
し

ること

勤
きん

怠
たい

安
あん

定
てい

は一
ひと

人
り

ひとり違
ちが

う
週
しゅう

３日
か

週
しゅう

５日
か

就労支援事業所でも

日
ひ
々
び
の取

と
り組

く
みにより、

体
たい

調
ちょう

の把
は

握
あく

ができる

実
じっ

習
しゅう

先
さき

でも
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通
つう

勤
きん

・通
つう

所
しょ

に関
かん

する次
つぎ

の２点
てん

について考
かんが

え、意
い

見
けん

交
こう

換
かん

をしましょう。

  グループワーク

① 通
つう

勤
きん

・通
つう

所
しょ

に関
かん

する不
ふ

安
あん

点
てん

② 勤
きん

怠
たい

安
あん

定
てい

（予
よ

定
てい

通
どお

りの通
つう

所
しょ

）のためにできそうなこと
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P1 の二
ふた

人
り

の事
じ

例
れい

にもあるように、勤
きん

怠
たい

が安
あん

定
てい

している人
ひと

には、

「信
しん

用
よう

」や「信
しん

頼
らい

」が生
う

まれます。また、応
おう

募
ぼ

段
だん

階
かい

においても勤
きん

怠
たい

の安
あん

定
てい

は、

仕
し

事
ごと

のスキルよりも重
じゅう

視
し

されることが多
おお

くあります。

  勤
きん

怠
たい

安
あん

定
てい

から得
え

られる信
しん

用
よう

・信
しん

頼
らい

  応
おう

募
ぼ

段
だん

階
かい

で企
き

業
ぎょう

に提
てい

示
じ

するもの

勤
きん

怠
たい

が安
あん

定
てい

しているか企
き

業
ぎょう

側
がわ

が確
かく

認
にん

できるツールとして、履
り

歴
れき

書
しょ

があります。

勤
きん

怠
たい

が安
あん

定
てい

している場
ば

合
あい

はアピール材
ざい

料
りょう

になります。

反
はん

対
たい

に勤
きん

怠
たい

に不
ふ

安
あん

がある場
ば

合
あい

は、支
し

援
えん

者
しゃ

と相
そう

談
だん

し、

対
たい

策
さく

を立
た

てられるようにしましょう。

履
り

歴
れき

書
しょ

信
しん

用
よう

信
しん

頼
らい
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はぁはぁ…

  スモールステップが効
こう

果
か

的
てき

  ワンポイントアドバイス

通
つう

所
しょ

日
にっ

数
すう

や訓
くん

練
れん

時
じ

間
かん

を増
ふ

やしたい方
かた

は、一
いっ

気
き

に大
おお

きな負
ふ

担
たん

がかかる目
もく

標
ひょう

は

好
この

ましくありません。スモールステップを意
い

識
しき

した目
もく

標
ひょう

を立
た

てましょう。

徐
じょ

々
じょ

に訓
くん

練
れん

時
じ

間
かん

を延
の

ばしたり、通
つう

所
しょ

日
にっ

数
すう

を増
ふ

やしたりすることで、

働
はたら

く体
たい

力
りょく

がつくという点
てん

は大
おお

きなメリットです。

さらに、体
たい

力
りょく

がついてくると、就
しゅう

職
しょく

先
さき

の選
せん

択
たく

肢
し

や可
か

能
のう

性
せい

が広
ひろ

がります。がります。

なんとか…

慣
な

れてきたから

もう一
いち

日
にち

増
ふ

やしてみよう！

少
すこ

しずつ！

大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

だ！

週
しゅう

3 日
か

週
しゅう

3 日
か

週
しゅう

4 日
か

週
しゅう

5 日
か

週
しゅう

6 日
か

週
しゅう

6 日
か



本
ほん

日
じつ

の学
まな

び・気
き

づき・明
あ

日
す

から実
じっ

践
せん

できそうなこと

おわりに
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仕
し

事
ごと

に行
い

くのと同
おな

じ意
い

識
しき

を持
も

って就
しゅうろうしえんじぎょうしょ

労支援事業所に通
つう

所
しょ

することは、

勤
きん

怠
たい

安
あん

定
てい

のための訓
くん

練
れん

になります。

また、働
はたら

き始
はじ

めてからも休
やす

まず通
つう

勤
きん

できることの証
しょう

明
めい

でもあります。

就
しゅうろうしえんじぎょうしょ

労支援事業所を「通
つう

勤
きん

訓
くん

練
れん

の場
ば

」「実
じっ

績
せき

作
づく

りの場
ば

」と捉
とら

え、

支
し

援
えん

者
しゃ

や周
まわ

りの人
ひと

と相
そう

談
だん

しながら自
じ

分
ぶん

に合
あ

う通
つう

所
しょ

目
もく

標
ひょう

を立
た

てていきましょう。



メモ
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